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候
へ
共
.
地
子
町
民
於
て
は
人
夫
銀
を
打
侠
場
所
与
、
不
利
懸
場

所
と
の
こ
品
と
被
ν
考
候
。

則
右
人
夫
銀
打
倒
候
タ
所
は
.
地
子
町
之

第

永

三

年

二

月

記

録

方

位

右
宮
中
の
舎
札
共
K
て
、
本
町
・
地
子
町
及
び
地
子
町
の
内
七
夕
所

と
珊
附
す
る
地
と
の
等
級
を
ば
勘
考
す
べ
し
。
故
に
共
の
役
場
の
留
紀

に
紋
せ
た
る
上
申
怨
等
を
共
の
他
愛
K
記
戦
す
。

内
に
て
商
多
有
之
、
並
家
立
も
宜
敷
所
陀
御
座
候
。
右
之
課
柄
に
候

時匝酬加は
、
共
後
文
化
元
年
十
一
月
御
帯
陀
付
横
目
肝
煎
よ
り
啓
上
候

文
中
に
、
七
夕
所
設
時
相
培
、
右
元
総
之
拾
三
ク
町

K
.
+九
間
町
・

石
引
町
後
町
・
陪
町
板
新
町
御
小
人
町
観
音
町
相
培
、
十
八
ク
町
之

官
相
見
b
候
。
右
御
小
人
町
を
相
除
残
之
町
は
、
闘
記
叉
各
右
拾
三
ク

所
之
桜
花
而
.
後
世
相
分
れ
侠
名
K
御
座
候
へ
共
、
就
中
御
小
人
町
者

何
方
に
も
不
相
続
町
民
而
、
l
I
則
後
K
新
入
之
場
所
主
政
所
与
被
v
考

候
。
術
此
外
に
も
只
今
期
川
笠
市
・本
羽
川
町
・
或
は
稼
日
町
・
山
，
上

町
-大
樋
町
等
・
場
所
宜
放
所
も
御
座
候
へ
共
・
共
以
前

右
町
は
元

O
市
中
街
巷
名
務

金
保
市
中
の
街
巻
は
、
佐
久
間
玄
務
尾
山
在
披
の
鋭
、

尾
山
八
町
と

て
西
町
堤
町
・南
町
金
屋
町
松
原
町
・
安
江
町
材
木
町
近
江
町

の
八
町
を
建
て
た
り
と
云
ふ
。
円正
金
四
仲
町
名
の
澄
仰
な
り
。
前
田
家

と
成

p
、
尾
張
町
は
務
組
利
家
卿
尾
張
荒
子
以
来
、
被
a
召
仕
司
士
共

の
邸
宅
を
此
の
地
陀
て
賜
は
る
。
故
陀
尾
張
町
と
呼
べ
り

om岡
町

は
、
越
中
高
岡
に
て
利
長
卿
被
a

召
仕
-
士
共
の
邸
宅
を
此
の
地
に
て
印
刷

へ
り
。
放
に
高
岡
町
と
総
す
と
。
此
の
外
図
初
以
来
の
町
名
山
川
あ
る

一
々
係
官
た
き
放
に
詳
か
在
ら
歩
。
利
常
卿
の
時
代
、

御
郡
地
に
而
.
退
L
R

御
支
配
御
引
説
入
之
所
陀
御
座
候
。
若
し
元
来

の
地
子
地
に
て
も
・
共
以
前
左
程
に
無
v
之
場
所
も
可
v
有
z

御
座
-
与
奉
v

存
候
。

何
分
K
も
官
役
所
記
録
に
は
見
世
り
不
ν
申
候
へ
共
、
御
郡
所

高
滋
賀
紀
与
申
物
に
は
.
卒
保
以
来
春
日
町
等
這
A

引
渡
し
ク
所
.

何
百
何
十
軒
と
委
敷
周
回
御
座
候
。
則
文
政
四
年
大
樋
町
並
門
前
地
等

御
引
踏
之
鶴
合
と
同
級
陀
御
咋
也
候

m・
品
川
叉
故
時
之
模
様
を
以
改
而

右
七
ケ
所
地
被
ν
矯
=
仰
付
-
候
而
も
可
然
哉
与
府
中
v
存
候
。
以
上
。

べ
け
れ
ど

元
和
・寛
永
中
よ
り
山
崎
町
、
或
は
河
原
町
新
町
・
今
町
な
ど
の
町

名
共
官
記
等
に
散
見
す
れ

E
.
市
中
町
名
主
鋭
鋒
せ
し
も
の
を
得
ざ

れ
ば
考
ふ
へ
か
ら
宇
。
漸
得
雑
記
K
載
せ
た
る
金
海
町
役
人
裁
許
附

戸
数
制
住
民
見
ね
た
る
町
名
左
の
如
し
。
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